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(57)【要約】

【課題】直進走行の他に、フロントランプが点滅又は点

灯する等の子供に高い関心と好奇心を抱かせるように開

発され、しかも、常時点灯状態にすることで、例えば夜

自宅に帰宅した際等に玄関ドアの鍵穴を確認するための

照明器具としても利用することができる走行玩具を提供

する。

【解決手段】プルバック式発条体を駆動源とする走行玩

具において、少なくもとフロントライト４が、車輪１の

正転又は逆転に合せて点滅するように構成されている。

【選択図】図１
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【 実 用 新 案 登 録 請 求 の 範 囲 】

【 請 求 項 １ 】

　 プ ル バ ッ ク 式 発 条 体 を 駆 動 源 と す る 走 行 玩 具 に お い て 、

　 少 な く も と フ ロ ン ト ラ イ ト が 、 車 輪 の 正 転 又 は 逆 転 に 合 わ せ て 点 滅 す る よ う に 構 成 さ れ

て い る こ と を 特 徴 と す る 走 行 玩 具 。

【 請 求 項 ２ 】

　 請 求 項 １ 記 載 の 車 輪 の 車 軸 円 周 に 接 点 ス イ ッ チ を 備 え 、 且 つ 、 車 輪 の 回 転 に 合 わ せ て 前

記 接 点 ス イ ッ チ に よ り 一 方 が 跳 ね ら れ る こ と で 他 方 側 に 接 触 し て 電 池 か ら フ ロ ン ト ラ イ ト

に 電 流 が 通 電 さ れ 、 前 記 接 点 ス イ ッ チ の 通 過 後 に お い て は 離 れ て 電 流 の 通 電 を 遮 断 す る 動

き を 成 す よ う に 適 宜 の バ ネ 性 を 有 す る ２ 極 の 接 点 端 子 が 、 前 記 車 軸 の 近 く に 配 設 さ れ て い

る こ と を 特 徴 と す る 走 行 玩 具 。

【 請 求 項 ３ 】

　 請 求 項 １ 又 は ２ 記 載 の フ ロ ン ト ラ イ ト と 電 池 と を 電 気 的 に 繋 ぐ そ の 途 中 部 位 に 、 車 輪 の

回 転 と は 無 関 係 で 電 池 か ら の フ ロ ン ト ラ イ ト へ の 電 流 の 通 電 を 継 続 さ せ た り 、 遮 断 す る O N

/OFF切 替 え 用 の 電 源 ス イ ッ チ が 接 続 配 置 さ れ て い る こ と を 特 徴 と す る 走 行 玩 具 。

【 考 案 の 詳 細 な 説 明 】

【 技 術 分 野 】

【 ０ ０ ０ １ 】

　 本 考 案 は 、 プ ル バ ッ ク 式 発 条 体 を 駆 動 源 と す る 走 行 玩 具 に 関 す る 。

【 背 景 技 術 】

【 ０ ０ ０ ２ 】

　 こ の 種 の 走 行 玩 具 は 、 車 輪 を 接 地 さ せ た 状 態 で 前 後 に 動 か す こ と に よ っ て 、 ギ ア ボ ッ ク

ス に 内 蔵 さ れ て い る ゼ ン マ イ 等 か ら な る 発 条 体 が 巻 か れ て 、 車 軸 を 介 し て 車 輪 に 回 転 動 力

を 伝 え る 回 転 エ ネ ル ギ ー が 蓄 積 さ れ 、 こ の 状 態 で 玩 具 か ら 手 を 離 す こ と で 、 発 条 体 に 蓄 積

さ れ た 回 転 エ ネ ル ギ ー に よ っ て 車 輪 が 回 転 し 、 走 行 す る よ う に 構 成 さ れ て い る （ 特 許 文 献

１ 及 び 特 許 文 献 ２ ） 。

【 ０ ０ ０ ３ 】

　 し か し 乍 ら 、 従 来 か ら 知 ら れ て い る こ の 種 の 走 行 玩 具 は 、 直 進 走 行 す る だ け で あ る た め

に 、 遊 び 態 様 が 限 ら れ 、 直 ぐ に 飽 き て し ま う 等 の 子 供 の 興 味 を 失 い 勝 ち で あ っ た 。

【 ０ ０ ０ ４ 】

【 特 許 文 献 １ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ６ ０ １ ８ ７ 号

【 特 許 文 献 ２ 】 実 用 新 案 登 録 第 ３ ０ ７ ７ ４ ０ １ 号

【 考 案 の 開 示 】

【 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 】

【 ０ ０ ０ ５ 】

　 本 考 案 が 解 決 し よ う と す る 課 題 は 、 直 進 走 行 の 他 に 、 フ ロ ン ト ラ ン プ が 点 滅 又 は 点 灯 す

る 等 の 子 供 に 高 い 関 心 と 好 奇 心 を 抱 か せ る よ う に 開 発 さ れ 、 し か も 、 常 時 点 灯 状 態 に す る

こ と で 、 例 え ば 夜 自 宅 に 帰 宅 し た 際 等 に 玄 関 ド ア の 鍵 穴 を 確 認 す る た め の 照 明 器 具 と し て

も 利 用 す る こ と が で き る 走 行 玩 具 を 提 供 す る こ と に あ る 。

【 課 題 を 解 決 す る た め の 手 段 】

【 ０ ０ ０ ６ 】

　 上 記 課 題 を 解 決 す る た め に 本 考 案 は 、 請 求 項 １ で は 、 プ ル バ ッ ク 式 発 条 体 を 駆 動 源 と す

る 走 行 玩 具 に お い て 、 少 な く も と フ ロ ン ト ラ イ ト が 、 車 輪 の 正 転 又 は 逆 転 の 回 転 速 度 に 合

わ せ て 点 滅 す る よ う に 構 成 さ れ て い る こ と で あ る 。

　 上 記 フ ロ ン ト ラ イ ト の 点 滅 構 造 と し て は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 そ の 具 体 例 と

し て 挙 げ る な ら ば 、 上 記 車 輪 の 車 軸 円 周 に 、 接 点 ス イ ッ チ を 備 え 、 且 つ 、 車 輪 の 回 転 に 合

わ せ て 前 記 接 点 ス イ ッ チ に よ り 一 方 が 跳 ね ら れ る こ と で 他 方 側 に 接 触 し て 、 電 気 的 に 繋 が

る 電 池 か ら フ ロ ン ト ラ イ ト に 電 流 が 通 電 さ れ 、 前 記 接 点 ス イ ッ チ の 通 過 後 に お い て は 離 れ

て 電 流 の 通 電 を 通 電 す る 動 き を 成 す よ う に 適 宜 の バ ネ 性 を 有 す る ２ 極 の 接 点 端 子 が 、 前 記

車 軸 周 り に 配 設 さ れ て い る こ と に あ る （ 請 求 項 ２ ） 。
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　 ま た 、 上 記 車 輪 の 正 転 又 は 逆 転 方 向 の 回 転 と は 無 関 係 で 電 池 か ら の フ ロ ン ト ラ イ ト へ の

電 流 の 通 電 を 継 続 さ せ た り 、 遮 断 す る た め の O N/OFF切 替 え 用 の 電 源 ス イ ッ チ が 、 フ ロ ン ト

ラ イ ト と 電 池 と を 電 気 的 に 繋 ぐ そ の 途 中 部 位 に 接 続 配 置 さ れ て い る こ と に あ る （ 請 求 項 ３

） 。

【 考 案 の 効 果 】

【 ０ ０ ０ ７ 】

　 本 考 案 の 走 行 玩 具 は 叙 上 の 如 く 構 成 し て な る こ と か ら 下 記 の 作 用 効 果 を 奏 す る 。

　 走 行 時 に お い て フ ロ ン ト ラ イ ト を 点 滅 さ せ る こ と が で き る こ と か ら 、 遊 び の 態 様 を 増 や

し て 子 供 に 高 い 関 心 と 好 奇 心 を 抱 か せ る こ と が で き る 走 行 玩 具 を 提 供 す る こ と が で き る 。

　 ま た 、 走 行 時 に お け る 点 滅 の み な ら ず 、 常 時 点 灯 さ せ た 状 態 と す る こ と で 、 例 え ば 夜 帰

宅 し た 際 の 玄 関 ド ア の 鍵 穴 を 照 ら す 照 明 器 具 と し て も 利 用 す る こ と が で き る 等 の 効 果 が 得

ら れ る 。

【 考 案 を 実 施 す る た め の 最 良 の 形 態 】

【 ０ ０ ０ ８ 】

　 本 考 案 の 最 良 の 実 施 形 態 を 図 １ ～ 図 ３ に 基 づ い て 説 明 す る 。

【 実 施 例 １ 】

【 ０ ０ ０ ９ 】

　 図 １ は 、 本 考 案 走 行 玩 具 の 実 施 形 態 の 一 例 と し て 自 動 車 玩 具 を 示 し 、 車 輪 １ を 接 地 さ せ

た 状 態 で 前 後 に 動 か す こ と に よ っ て 、 ギ ア ボ ッ ク ス ３ に 内 蔵 さ れ て い る ゼ ン マ イ 等 か ら な

る 発 条 体 が 巻 か れ て 、 車 軸 ２ を 介 し て 車 輪 １ に 回 転 動 力 を 伝 え る 回 転 エ ネ ル ギ ー が 蓄 積 さ

れ 、 こ の 状 態 で 玩 具 か ら 手 を 離 す こ と で 、 発 条 体 に 蓄 積 さ れ た 回 転 エ ネ ル ギ ー に よ っ て 車

輪 ２ が 回 転 し 、 走 行 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

　 そ し て 、 フ ロ ン ト に 組 み 込 ま れ た 豆 電 球 等 か ら な る ラ イ ト ４ が 、 車 輪 １ の 正 転 又 は 逆 転

の 回 転 速 度 に 合 わ せ て 点 滅 す る よ う に 構 成 さ れ て い る 。

【 ０ ０ １ ０ 】

　 図 ２ は 、 車 輪 １ の 正 転 又 は 逆 転 の 回 転 速 度 に 合 わ せ て フ ロ ン ト ラ イ ト ４ を 点 滅 さ せ る た

め の 配 線 ブ ロ ッ ク 図 を 示 す 。

　 図 中 ５ は 、 駆 動 車 輪 １ 、 図 示 例 で は 後 輪 の 車 軸 ２ 円 周 に 備 え る 接 点 ス イ ッ チ 、 ６ は 、 車

軸 ２ の 近 く に 配 設 さ れ る ２ 極 の 接 点 端 子 で あ り 、 こ れ ら は リ ー ド 線 ７ を 介 し て 車 体 フ レ ー

ム ８ 上 に 搭 載 さ れ る 電 池 ９ と 電 気 的 に 繋 げ ら れ て い る 。

　 電 池 ９ と し て は 特 に 限 定 さ れ る も の で は な い が 、 例 え ば ボ タ ン 電 池 等 が 挙 げ ら れ る 。

【 ０ ０ １ １ 】

　 接 点 ス イ ッ チ ５ は 、 車 軸 ２ か ら 一 体 又 は 固 定 的 に 突 設 さ れ て 、 図 １ の （ ｂ ） に 示 す よ う

に 、 車 輪 １ の 回 転 速 度 に よ り ２ 極 の 接 点 端 子 ６ の 内 、 一 方 の 接 点 端 子 6-1が 跳 ね ら れ る （

蹴 ら れ る ） こ と で 、 他 方 の 接 点 端 子 6-2と 接 触 し 、 こ の 接 触 に よ り 、 電 池 ９ か ら フ ロ ン ト

ラ イ ト ４ に 電 気 が 通 電 さ れ て 、 フ ロ ン ト ラ イ ト ４ が 点 灯 す る よ う に し て い る 。

【 ０ ０ １ ２ 】

　 ２ 極 の 接 点 端 子 ６ は 、 車 輪 １ の 回 転 速 度 に 合 わ せ て 接 点 ス イ ッ チ ５ に よ り 一 方 側 が 跳 ね

ら れ て 他 方 側 に 接 触 す る こ と に よ っ て 、 リ ー ド 線 ７ を 介 し て 繋 が る 電 池 ８ か ら フ ロ ン ト ラ

イ ト ４ に 電 流 が 通 電 さ れ 、 そ し て 、 接 点 ス イ ッ チ ５ の 通 過 後 に お い て は 離 れ る 動 き を 成 す

適 宜 の バ ネ 性 （ 復 元 性 ） を 有 す る 金 属 板 、 例 え ば 銅 板 等 か ら 帯 状 に 形 成 さ れ て い る 。

　 そ し て 、 図 示 の よ う に 、 接 点 ス イ ッ チ ５ が 車 輪 ２ の 回 転 に よ り 円 軌 道 を 描 く 部 位 に お け

る 車 体 フ レ ー ム ８ に 配 設 さ れ る と 共 に 、 リ ー ド 線 ７ を 介 し て フ ロ ン ト ラ イ ト ４ と 電 池 ９ に

電 気 的 に 繋 が れ て 接 触 と 離 間 と を 繰 り 返 す こ と で 、 フ ロ ン ト ラ イ ト ４ に 電 流 を 通 電 し て 該

ラ イ ト ４ を 点 灯 さ せ た り 、 遮 断 し て ラ イ ト ４ を 消 灯 さ せ る ラ イ ト ４ の 点 滅 を 車 輪 １ の 回 転

速 度 に 合 わ せ て 行 う よ う に 構 成 さ れ て い る （ 図 １ （ ｂ ） の 実 線 か ら 二 点 鎖 線 の 状 態 ） 。

【 ０ ０ １ ３ 】

　 ま た 、 本 例 で は 図 示 例 の よ う に 、 車 輪 １ の 回 転 （ 玩 具 の 走 行 ） と は 無 関 係 で 電 池 ９ か ら

の フ ロ ン ト ラ イ ト ４ へ の 電 流 の 通 電 を 継 続 さ せ た り 、 遮 断 す る O N/OFF切 替 え 用 の 電 源 ス イ

ッ チ 10が リ ー ド 線 ７ の 途 中 部 位 に 接 続 配 置 さ れ て お り 、 フ ロ ン ト ラ イ ト ４ を 点 滅 に 加 え て
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、 常 時 点 灯 さ せ た 状 態 で 自 動 車 玩 具 を 走 行 さ せ る こ と が で き る よ う に 構 成 し て い る 。

【 実 施 例 ２ 】

【 ０ ０ １ ４ 】

　 図 ３ は 、 本 考 案 走 行 玩 具 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 配 線 ブ ロ ッ ク 図 で あ り 、 斯 か る 実 施 例 に

お い て は 左 右 に あ る フ ロ ン ト ラ イ ト ４ が 車 輪 の 回 転 に よ り 交 互 に 点 滅 す る よ う に 構 成 し て

い る 。

　 尚 、 斯 か る 実 施 例 ２ で は 左 右 の フ ロ ン ト ラ イ ト ４ を 交 互 に 点 滅 さ せ る よ う に 構 成 し た 以

外 の 構 成 部 分 に お い て は 前 述 実 施 例 １ と 基 本 的 に 同 じ こ と か ら 同 じ 構 成 部 分 に 同 じ 符 号 を

設 け る こ と で 重 複 説 明 は 省 略 す る 。

【 ０ ０ １ ５ 】

　 即 ち 、 図 示 の ブ ロ ッ ク 図 の よ う に 、 ２ 極 の 接 点 端 子 ６ を 、 右 側 フ ロ ン ト ラ イ ト 用 と 左 側

フ ロ ン ト ラ イ ト 用 と し て 夫 々 左 右 ２ ヶ 所 に 設 け る と 共 に 、 こ の 両 側 個 々 の 接 点 端 子 ６ を 、

車 輪 １ の 回 転 速 度 に 合 わ せ て 夫 々 接 触 さ せ る ２ 個 の 接 点 ス イ ッ チ ５ を 車 軸 ２ に 夫 々 取 り 付

け 、 尚 且 つ 、 同 接 点 ス イ ッ チ ５ に よ り 跳 ね ら れ て 端 子 6-1が 、 他 方 の 端 子 6-2と 個 々 に 接 触

す る そ の 接 触 タ イ ミ ン グ を 変 え る こ と で 、 左 右 の フ ロ ン ト ラ イ ト ４ ， ４ が 交 互 に 点 滅 す る

よ う に 構 成 し て あ る 。

【 ０ ０ １ ６ 】

　 尚 、 本 考 案 の 具 体 的 な 実 施 例 に あ っ て は 、 前 述 の 各 実 施 例 １ ～ ２ 構 成 に 限 定 さ れ る も の

で は な く 、 請 求 項 １ ～ ３ 記 載 の 要 旨 を 免 脱 し な い 範 囲 で 種 々 変 更 し て 行 う こ と が で き る も

の で あ る 。 例 え ば 、 リ ア ラ イ ト （ バ ッ ク ラ イ ト 等 ） を も 点 滅 さ せ た り 、 常 時 点 灯 さ せ る よ

う に 構 成 す る こ と も 勿 論 可 能 で あ り 、 任 意 で あ る 。

【 ０ ０ １ ７ 】

　 ま た 、 本 考 案 の 走 行 玩 具 は 、 プ ル バ ッ ク 式 発 条 体 を 駆 動 源 と す る も の に 限 ら ず 、 例 え ば

モ ー タ 等 を 駆 動 源 と し て 走 行 す る も の も 対 象 と し て い る こ と は 言 う ま で も な い で あ ろ う 。

【 図 面 の 簡 単 な 説 明 】

【 ０ ０ １ ８ 】

【 図 １ 】 本 考 案 走 行 玩 具 の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 側 面 図 で 、 （ ａ ） は ２ 極 の 接 点 端 子 の 一

方 が 、 接 点 ス イ ッ チ よ っ て 跳 ね な れ る 前 の 状 態 を 示 す 、 （ ｂ ） は ２ 極 の 接 点 端 子 の 一 方 が

、 接 点 ス イ ッ チ に よ っ て 跳 ね な れ て 他 方 側 に 接 触 し た 状 態 、 即 ち フ ロ ン ト ラ イ ト が 点 灯 さ

れ た 状 態 を 示 す

【 図 ２ 】 本 考 案 走 行 玩 具 の 実 施 形 態 の 一 例 を 示 す 配 線 ブ ロ ッ ク 図

【 図 ３ 】 本 考 案 走 行 玩 具 の 他 の 実 施 形 態 を 示 す 配 線 ブ ロ ッ ク 図

【 符 号 の 説 明 】

【 ０ ０ １ ９ 】

１ ： 車 輪 　 　 　 　 　 ２ ： 車 軸

３ ： ギ ア ボ ッ ク ス 　 ４ ： フ ロ ン ト ラ イ ト

５ ： 接 点 ス イ ッ チ 　 ６ ： 接 点 端 子

７ ： リ ー ド 線 　 　 　 ９ ： 電 池
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【 図 １ 】 【 図 ２ 】

【 図 ３ 】
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